
―
―
―
―
―

ヨ
Ｊ
Ｉ
「
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
■
コ
ー
ー
ー
‥
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

明
治
地
方

「自
治
旨
■
置
立
過
程
に
関
す
る

大
島
議
津
子
氏
の
所
説
に
つ
い
て

―
向
氏
書
『
明
治
の
む
ら
』
の
大
区
小
区
覇
か
ら
三
新
法
ま
で
を
読
む
ト

内

　

田
　

修

　

道

（
一
）

ま
ず
、
最
初
に
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
総
論
と
も
い
う
べ
き

「
概
観
」
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
通
説
的
理
解
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大
区
小

区
制
か
ら
三
新
法
ま
で
の
過
程
を
、
共
同
体
と
し
て
の
村
の
否
定
―
民
衆
の
反

撃
上
村
の

「
公
認
」
と
し
て
の
三
新
法
の
制
定
＝
旧
慣
尊
重
と
有
力
者
を
媒
介

と
し
た
統
治
方
式

へ
と
転
換
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
通
説
的
理

解
に
対
す
る
疑
念
は
神
奈
川
の
例
を
考
え
れ
ば
当
然
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
「
概

観
」
で
の
こ
う
し
た
主
張
が
、
各
論
と
も
い
う
べ
き

「
１
、
明
治
維
新
と
村
落
」

「
２
、
三
新
法
の
制
定
」
の
中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
一）

１
で
は
、
ま
ず
廃
藩
置
県
ま
で
の
府
藩
県
三
治
時
代
の
町
村
支
配
を
旧
慣
踏

襲
、
現
存
組
織
の
温
存
と
利
用
、
村
落
支
配
者
層
と
の
連
繋
と
し
て
特
徴
づ
け

て
い
る
。
そ
し
て

「
旧
統
治
者
と
旧
統
治
区
域
の
否
定
」
た
る
廃
藩
置
県
後
の

地
方
行
政
の
新
方
針
と
し
て
戸
籍
法

（
一
八
七

一
年
四
月
）
が
施
行
さ
れ
る
。

こ
れ
は
従
来
の
身
分
別
に
よ
る
戸
籍
編
成
か
ら
住
所
地
主
義
に
よ
る
戸
籍
編
成

で
あ
り
、　
一
君
万
民

・
四
民
同

一
原
理
の
戸
籍
面

へ
の
反
映

（私
流
に
言
え
ば

新
国
家
の
支
配
の
正
当
性
の
獲
得
過
程
の
重
要
な
二
環
）
で
あ
る
。
こ
の
戸
籍

法
実
施
の
た
め
に
区
が
設
定
さ
れ
、
戸
長

・
副
戸
長
が
お
か
れ
る
が
、
区
域
の

設
定
も
、
戸
長

・
副
戸
長
の
人
選
も
府
県
の
実
情
に
そ
く
し
て
地
方
官
の
自
由

に
ま
か
さ
れ
た
。
こ
の
戸
籍
事
務
の
実
施
過
程
で
、
次
第
に
戸
籍
事
務
だ
け
で

は
な
く
土
地

・
人
民
に
関
す
る

一
般
事
務
を
と
り
あ
つ
か
わ
せ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
結
果
、　
一
八
七
二
年
旧
村
役
人
の
廃
止
、
戸
長

・
副
戸
長
と
改
称
と
な
り
、

大
区
に
区
長
、
小
区
に
副
区
長
各

一
人
を
置
く
原
則
を
た
て
た
。
以
上
の
よ
う

に
の
べ
な
が
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
注
目
す
べ
き
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
大
区
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小
区
制
は
、
政
府
が
地
方
制
度
と
し
て
体
系
的
に
作
り
あ
げ
た
も
の
で
な
く
、

戸
籍
法
の
実
施
過
程
で
、
各
府
県
知
事
が
旧
支
配
秩
序
と
新
支
配
秩
序
の
錯
綜

に
な
や
み
、
自
己
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
で
そ
れ
を

一
本
化
す
る
と
い
う
工
夫
の

結
果
生
ま
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
地
方
で
作
ら
れ
た
既
成
事
実
を
政
府
が

追
認
す
る
と
い
う
、
府
県
知
事
と
中
央
政
府
の
合
作
の
産
物
で
あ

っ
た
」
、
ま

た

「
中
央
と
地
方
と
の
上
下
反
覆
を

へ
て
制
度
が
実
体
を
整
え
て
い
く
の
は
、

こ
の
時
期
の
地
方
行
政
の

一
つ
の
特
徴
」
と
も
の
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
″
注
目

す
べ
き
〃
と
い
っ
た
の
は
前
述
の

「
概
観
」
で
、
通
説
的
理
解
即
ち
村
の
否
定

↓
村
の
復
活
と
い
う
大
区
小
区
制
か
ら
三
新
法

へ
の
過
程
理
解
が
し
め
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
全
く
無
視
」
、
「全
く
否
定
」
と
い
う

「
概
観
」

の
特
徴
づ
け
と
は
明
ら
か
に
異
な

っ
て
お
り
、
国
家
が
そ
の
成
立
期
に
ど
の
よ

う
な
契
機
を
も

っ
て
現
実
的
根
拠
を
獲
得
す
る
の
か
と
い
う
過
程
構
造
が
示
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
区
小
区
制
の

一
般
的
性
格
を
説
明
す
る
段
に
な
る
と
、

「
従
来
の
町
村
や
郡
と
は
全
く
異
な

っ
た
新
統
治
区
域
」
、

「
町
村
と
い
う
生

活
共
同
体
と
は
切
り
離
さ
れ
た
形
で
作
ら
れ
た
区
域
」
、

「
旧
来
の
慣
行
と
は

断
絶
し
た
新
し
い
区
域
と
組
織
」
と
い
っ
た
通
説
的
理
解

へ
引
き
戻
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
の
が
、
井
上
毅
の
伊
藤
博
文
宛
書
簡
で
あ
る
。
問
題

は
生
活
共
同
体
と
し
て
の
町
村
と
大
区
小
区
制
の
具
体
的
連
関
を
地
域
の
実
体

に
そ
く
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
ぁ
ろ
う
。
上
記
に
引
用
し
た
よ
う
に
筆
者

自
ら

「
大
区
小
区
制
は
政
府
が
地
方
制
度
と
し
て
体
系
的
に
作
り
あ
げ
た
も
の

で
な
く
」
と
述
べ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
中
央
官
僚
の

一
片
の
見
解
を
し
め
す
こ

と
で
は
な
い
筈
で
ぁ
る
。
ま
た
、
大
区
小
区
制
下
の
町
村
を

「
制
度
上
行
政
単

位
と
し
て
の
地
位
を
失

っ
た
」
と
の
べ
て
い
る
が

（幕
藩
制
と
い
う
前
近
代
社

会
に
お
け
る
町
村
支
配
を
近
代
社
会
に
お
け
る
行
政
単
位
と
い
う
概
念
と
同

一

レ
ベ
ル
で
扱

っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
、
同

一
と
し
て
と
ら
え
る
か
ら

「
失

っ
た
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
）
、
区

・
戸
長
役
場
と
村
の
具
体
的
関
係
を
岩
手
県
の
例

を
挙
げ
て
、

「実
質
的
に
は
村
が
地
方
制
度
の
底
辺
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
」

と
指
摘
し

（具
体
例
を
し
め
す
と
き
は
通
説
的
偏
見
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
）
、

し
か
も
旧
来
の
村
総
代
的
機
能
を
認
め
な
か

っ
た
だ
け
で
な
く
、
新
潟
や
群
馬

の
例
を
挙
げ
て
政
府
は
村
寄
合
に
否
定
的
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
政
府
が
こ

の
よ
う
に
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
は
農
民
騒
擾
が
村
を
単
位
と
し
て
お
こ
り
、
村

が
抵
抗
の
組
織
と
し
て
支
配
層
を
つ
き
あ
げ
る
と
い
う
明
治
初
年
の
世
直
し

一

揆
の
経
験
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
、
ま
ず
問
題
し
た
い
の
は
、
大
島
氏
の
理
解
が
氏
の
夫
で
あ
る
大
島

太
郎
氏
の
「
地
方
制
度
」
（
『
講
座
　
日
本
近
代
法
発
達
史
　
５
』
、
頸
草
董
房

一
九
五
八
年
刊
）
を
か
な
り
下
敷
に
し
て
展
開
し
て
い
る
の
で
、
戸
籍
法
の
制

定
か
ら
大
区
小
区
制
の
実
施
ま
で
の
太
郎
氏
の
見
解
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
要
す
る
に
、

（府
県
の
）
下
部
機
構
区
域
は
、
旧
来
の
統
治
と
の
切
断
と
、

新
た
な
統
治
要
請
を
み
た
す
た
め
の

一
定
な
画

一
的
な
規
模
を
求
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
全
国
的
に
実
現
す
る
の
は
廃
藩
置
県
後
の
戸
籍
法

の
実
施
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、　
ヨ

府

一
部
ヲ
分
ケ
何
区
或

ハ
何
十
区
ト

シ
其

一
区
ヲ
定
ム
ル
ハ
四
五
町
若
ク
ハ
七
八
村
ヲ
組
合
」
せ
る
規
模
が
定

め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
統

一
的
規
定
が
実
施
過
程
で
各
地
種
々
な
様
相
を

示
す
の
は
、
…
…
…
中
央
政
府
が
示
し
た
戸
籍
の
区
は
地
方
官
に
よ

っ
て

「
人
目

一
新
旧
弊
除
去
」

（
『
太
政
類
典

』
二
編
九
五
巻
　
五
年
石
鉄
県

伺
）
の
新
政
を
実
施
す
る
た
め
に
、
画

一
性
を
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
統

治
上
の
便
宜
か
ら
小
区
を
作
り
、　
一
切
の
統
治
事
務
を
遂
行
す
る
機
構
と

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
全
国
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
規
模
は

郡
と
町
村
と
も
異

っ
た
人
為
的
区
画
で
あ

っ
た
。
何
故
、
か
か
る
人
為
的

区
画
に
依

っ
た
の
か
。
…
…
…
人
為
的
に
し
な
け
れ
ば
、
到
底
、
藩
制
下

の
旧
習
を
断

っ
た
新
政
策
の
普
及

・
実
行
が
期
待
で
き
な
か

っ
た
か
ら
で

あ

る

。

②
こ
の
統
治
要
請
の
半
面
と
し
て
、
旧
来
の
名
主
、
荘
屋
に
よ
る
町
村
が
新

政
の
統
治
区
域
と
な
ら
な
か

っ
た
理
由
は
何
で
あ

っ
た
か
が
問
題
と
な
る
。

政
府
、
否
、
特
に
地
方
官
は
旧
来
の
町
村
に
対
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て

い
な
か

っ
た
。
区
域
と
し
て
狭
小
で
あ
り
、
機
構
を
支
え
る
財
政
力
を
欠

く
こ
と
、
村
役
人
の
統
治
能
力
は
劣
悪
で
、
人
材
に
乏
し
い
こ
と
等
が
…

理
由
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
、
町
村
特
に
村
は
百
姓

一
揆
の
舞
台
で
あ

っ

た
と
の
理
由
も
加
わ

っ
て
、
府
県
下
部
機
構
と
し
て
不
充
分
で
あ
る
と
み

て
い
た
。
勿
論
…
実
際
の
統
治
過
程
で
は
町
村
は
小
区
の
下
部
単
位
と
し
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て
、
三
百
長
、
署
着
、
組
Ｚ
代
の
役
雲
ｔｉ
お
か
れ
、
一≡
治
遂
行
を
持
完
し

た
Ｇ
し
か
し
、
そ
れ
は
地
方
富
の
任
意
に
よ
る
事
実
上
の
統
治
単
位
で
あ

っ
て
、
決
し
て
、
公
的
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

太
郎
氏
の
理
解
で
先
ず
問
題
に
し
た
い
の
は
戸
籍
法
の
制
定
理
由
が
専
ら
統
治

の

一
般
的
要
請
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
井
上
毅
の

「
戸
籍
法
改
正

之
義
」
∧
草
稿
∨
２

八
七
八
年
、
「
井
上
毅
伝
　
資
料
編
第

一
、　
三
（
一
頁
。
し

で
旧
法
ヲ
改
正
シ
徒

二
多
事
ヲ
為
ス
ハ
好

マ
シ
キ
事
に
非
ス
唯
戸
籍
法
ノ
如
キ

ハ
一
新
ノ
際
、
専
ラ
逃
亡
ヲ
防
キ
浮
浪
ヲ
制
ス
ル
為

二
施
行
セ
シ
者

ニ
シ
テ

今
日
至
テ
官
民
共

二
其
煩

二
耐

ヘ
サ
ル
者
ア
リ

（傍
線
引
用
者
）

と
、
そ
の
制
定
が
極
め
て
政
治
的
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
下
山
二
郎
が

『
近
代
天
皇
制
研
究
序
説

』
の
第
五
章
で
戸
籍
法
が
、
新
し
い
身
分
秩
序
に
見

合
う
脱
籍
浮
浪
対
策
で
あ

っ
た
事
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
旧
来
の

統
治
と
の
切
断
と
、
新
た
な
統
治
要
請
」
と
い
う
よ
う
な
抽
象

一
般
的
な
動
機

で
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
自
で
あ
る
。

第
二
に
同
法
の
具
体
的
な
施
行
の
際
設
け
ら
れ
た
区
が
全
く

「
人
為
的
」
な

も
の
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
神
奈
川
の
場
合
で
見
れ
ば
、
後
藤
正
吉

「
神
奈
川
に
お
け
る
明
治
初
期
の
寄
場
組
合
と
戸
籍
区
に
つ
い
て
」

（神
奈
川

県
市
立
中
学
高
等
学
校
校
長
協
会
、
昭
和
五
八
年
度

『
研
究
論
文
集

』
所
収
）

が
ま
さ
に
寄
場
組
合
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
従

っ

て
氏
が

「
人
為
的
」
と
判
断
し
た
事
実
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
旧
来
の
町
村
が
行
政
組
織
と
し
て
地
方
官
の
任
意
に
よ
る
事
実
上
の

統
治
単
位
で
あ

っ
て
、
公
的
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
し
て
い
る
点

―
―

別

の
と
こ
ろ
で
は

「
統
治
要
請
か
ら
の
町
村
の
否
定
」
と
し
て
い
る
。
公
的
な
も

の
＝
法
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
と
い
う
と
ら
え
か
た
は
確
立
期
の
国
家
に
は
相

応
し
い
と
思
え
る
が
、
中
央
権
力
さ
ぇ
充
分
に
で
き
て
い
な
い
段
階
の
初
期
国

家
に
は
全
く
意
味
を
な
さ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
戸
籍
法
の
制
定
動
機

が
そ
れ
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。
地
方
官
が
任
意
に
し
か
扱
う
こ
と
の
で
き

な
い
段
階
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
美
津
子
氏
は
こ
う
し
た
太
郎
氏
の
理
解

を
下
敷
に
し
て
村
の
否
定
―
村
の
公
認
と
い
う
大
区
小
区
制
か
ら
三
新
法

へ
の

遣
程
理
解
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
ｃ
し
か
も
村
の
否
定
が
行
政

区
画
と
し
て
の
村
を
法
認
し
な
か
っ
た
と
い
う
太
郎
氏
の
理
解
を
超
え
て
い
る
こ

と
は
次
の
主
張
か
ら
も
明
自
で
あ
る
。

「
共
同
体
の
解
体
が
不
可
能
で
あ
る
こ

と
を
知
り
、
共
同
体
を
底
辺
と
し
て
中
央
集
権
国
家
を
建
設
す
る
方
向

へ
の
路

線
転
換
が
行
わ
れ
た
」

（
七
二
頁
）
。
村
の
否
定
と
は

「
共
同
体
の
解
体
」
で

あ
る
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
飛
躍
を
遂
げ
て
い
る
。

さ
て
、
大
区
小
区
制
の
重
要
な
修
正
と
し
て
の
総
代
制
度

（
一
八
七
六
年

一

〇
月
太
政
官
布
告

一
三
〇
号

「
各
区
町
村
金
穀
公
借
共
有
物
取
扱
土
木
起
功
規

則
」
）
の
設
置
に
至
る
過
程
と
し
て
、　
一
方
で
政
府
が
府
県
会
や
町
村
会
の
設

置
を
制
度
的
に
否
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
官
が
地
方
行
財
政
の

実
施
過
程
で
民
会
や
町
村
会
的
な
も
の
を
開
設
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
指
摘

し
て
い
る
が
、
こ
こ
も
論
理
的
な
矛
盾
を
き
た
し
て
い
る
。
地
方
官
に
よ

っ
て

開
設
可
能
な
ら
ば
、
政
府
に
よ
る
制
度
的
否
定
と
は
言
え
ま
い
。
む
し
ろ
町
村

を
ど
う
把
握
す
る
か
が
地
方
官
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
み
た
ほ
う
が
妥
当
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
革
新
的
地
方
官
に
よ

っ
て
先
導
施
行
が
可
能
で
あ

っ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
太
郎
氏
の
論
理
を
そ
の
ま
ま
直
輸
入
し
、
町
村
を
法

・

制
度
と
し
て
国
家
が
問
題
に
で
き
な
い
段
階
を
国
家
が
確
立
し
た
時
と
同
様
に

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
一一一）

三
新
法
制
定
の
契
機
に
地
租
改
正
反
対

一
揆
と
自
由
民
権
運
動
を
挙
げ
、
前

者
と
後
者
の
結
合
が
明
治
政
府
に
と

っ
て
脅
威
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
大
久
保
等
政
府
首
脳
が
そ
れ
ま
で
の
強
圧
的
な
地
方
統
治
の
変
更
を
決
意

す
る
に
い
た

っ
た
と
い
う
図
式
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
大
久
保
の
上
申
書
の
解

釈
に
大
き
な
問
題
が
あ
り
そ
う
な
の
で
、
こ
の
上
申
書
Ｉ
Ｌ
地
方
体
制
等
改
正

之
儀
上
申
宍
日
本
史
籍
協
会
編

『
大
久
保
利
通
文
書

』
一
〇
所
収
）
―
め
う
ち
、

「
地
方
体
制
及
ヒ
地
方
官
ノ
職
制
ヲ
改
定
シ
地
方
会
議
ノ
法
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
主

義
」
を
全
文
引
用
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

地
方
之
膿
制
及
ヒ
地
方
官
ノ
職
制
ヲ
改
定
シ
地
方
會
議
ノ
法
ヲ
設
立
ス

ル
ノ
主
義

第

一　

地
方
ノ
證
制
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一①戸
籍
調
査
ノ
篤
メ
ニ
之
ヲ
設
ケ
従
来
荘
屋
名
主
年
寄
等
ノ
奮
弊
ヲ

一
洗
セ
ン

ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
汎
ク
行
政
上
ノ
便
ヲ
謀
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
故

二
或

ハ

匡

二
大
小
ノ
ニ
段
階
ア
ル
ア
リ
単
二
小
匠
ノ

一
段
階
ノ
ミ
ナ
ル
ア
リ
其
大
Ｅ

ヲ
分
ツ
ニ
徒
末
ノ

一
郡
域
ヲ
用

ュ
ル
ア
リ
二
三
郡
域

二
跨
ル
ア
リ
而
シ
テ
其

職
員
ノ
如
キ
モ
大
匠
二
大
匠
長
ヲ
置
キ
小
Ｅ
二
小
匡
長
ヲ
置
ク
ア
リ
大
匝
ニ

圏

⊇

刷

劃

劃

冒

ョ

引

「

倒

副

刷

劃

劃

∃

劉

ヲ
置
ク
ア
ル
等
不
倫
煩
冗
甚
シ
ク
要
ス
ル
ニ
其
制
置
宜
キ
ヲ
得
サ
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ス
数
百
年
末
慣
習
ノ
郡
制
ヲ
破
り
新
規

二
奇
異
ノ
匠
重
ヲ
設
ケ
タ
ル
ヲ
以

テ
頗
ル
人
心

二
適
セ
ス
又
便
宜
ヲ
欠
キ
人
間
絶
テ
利
盆
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
只

弊
害
ア
ル
ノ
ミ
今
ヤ
之
ヲ
改
正
セ
サ
ル
可
ラ
ス
ト
シ
テ
案
ス
ル
ニ
抑
モ
地
方

ノ
風
董
ノ
如
キ

ハ
如
何
ナ
ル
美
法
良
制
タ
ル
モ
固
有
ノ
慣
脅
二
依
ラ
ス
シ
テ

新
規
ノ
事
ヲ
起
ス
ト
キ

ハ
其
形
美
ナ
ル
モ
其
賞
盆
ナ
シ
寧

口
多
少
完
全
ナ
ラ

サ
ル
モ
ノ
ァ
ル
モ
固
有
ノ
慣
習
二
依
ル
ニ
如
カ
ス
是
政
事
家
ノ
最
モ
注
意
セ

サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
要
馳
ナ
リ
依
テ
現
今
回
董
ノ
制
ヲ
彎
更
シ
古
末
ノ
郡
制

二
復
シ
テ
之
ヲ
行
政
匝
ト
ナ
シ
各
郡
ノ
廣
狭
異
同
ア
ル
モ
更

二
之
ヲ
分
合
セ

ス
只
其
経
界
ノ
錯
綜
ヲ
改
正
ス
ル
ニ
止
メ
其
最
モ
廣
濶

ニ
シ
テ
其
間
地
理
及

人
情
通
義
等
ノ
甚
夕
異
ナ
ル
地
方
ア
ル
ト
キ

ハ
其
景
況

二
徒
ヒ
郡
内

ニ
テ
適

宜

二
匡
董
シ
某
郡
業
部
練
榔
綱
螂
師
卜
稽
ス
其

一
部
内
ノ
事
務
ヲ
行
フ
ニ
付
其

郡
内
住
民
ノ
便
宜
ノ
篤
メ
ニ
ハ
郡
内

二
於
テ
適
宜

二
方
面
ヲ
分
設
シ
テ
其
郡

長

二
馬
シ
タ
ル
郡
更
ヲ
在
動
分
任
セ
シ
メ
ハ
郡
ノ
廣
狭

ハ
如
何
ナ
ル
モ
決
シ

テ
官
民
ノ
不
便
ヲ
見
サ
ル
ナ
リ
然
レ
ト
モ
菫
制

ハ
其
行
政
ノ
匠
董
タ
ル
ト
其

住
民
祗
會
獨
立
ノ
匠
豊
タ
ル
ト
ノ
主
義
混
滑
明
カ
ナ
ラ
ス
随
テ
官
民
互

二
櫂

利
ヲ
犯
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
歳
出
入
ノ
事
即
チ
官
民
費
用
ノ
事

二
就
テ
モ
頗
ル
混

雑
シ
テ
往
々
地
方
ノ
物
議
ヲ
末
ス
等
ノ
事
ア
リ
キ
今
ヤ
政
理
次
第

二
明
カ
ニ

人
智
次
第

二
開
ク
ル
ニ
随
ヒ
政
盤
モ
亦
多
少
ノ
楚
革
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
政
府

ハ
既

二
蚊

二
着
眼
ア
ツ
テ
立
法
行
政
司
法
ノ
分
櫂
ノ
如
キ

ハ
順
次
改
良

二
就

ク
モ
ノ
ァ
リ
ト
雖
モ
獨
り
地
方
ノ
制

二
至
ツ
テ
ハ
依
然
改
メ
ス
シ
テ
其
行
政

ノ
匝
董
タ
ル
ト
其
住
民
祗
會
獨
立
ノ
匠
重
タ
ル
ト
ノ
主
義
ヲ
混
肴
セ
リ
之
ヲ

将
末

二
考
フ
ル
ニ
理
勢
此
混
滑
ヲ
分
タ
サ
ル
可
ラ
ス
然
レ
ト
モ
今
概
シ
テ
欧

米
ノ
制
ノ
ミ
ニ
倣
フ
ト
キ

ハ
其
形
美
ナ
ル
其
賓
適
セ
ス
宜
シ
ク
我
力
邦
古
末

ノ
慣
脅
卜
方
今
人
智
ノ
程
度
ト
ヲ
掛
酌
シ
テ
適
賞
ノ
制
ヲ
設
ク
ヘ
キ
ナ
リ
依

テ
前
陳
ノ
主
義

二
基
キ
府
縣
郡
市

ハ
行
政
ノ
匠
董
タ
ル
ト
住
民
祀
會
獨
立
ノ

匠
書
タ
ル
ト
ニ
種
ノ
性
質
ヲ
有
セ
シ
メ
村
町

ハ
住
民
祀
會
獨
立
ノ
匠
董
タ
ル

一
種
ノ
性
質
ノ
ミ
ヲ
有
セ
シ
メ
而
シ
テ
郡
市

二
吏
員
ヲ
置
テ
其
二
種
ノ
性
質

ノ
事
務
ヲ
飛
掌
セ
シ
メ
村
町

ハ
其
村
町
内
共
同
ノ
公
事
ヲ
行
フ
者
即
チ
行
事

人
ヲ
以
テ
其
獨
立
ノ
公
事
ヲ
掌
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ナ
ス
ヘ
キ
ナ
リ

第
二
　
地
方
官
ノ
職
制

既

二
地
方

二
就
テ
行
政
ノ
匠
蓋
タ
ル
ト
住
民
祗
會
獨
立
ノ
匠
萱
タ
ル
ト
ノ
性

質
ヲ
匠
分
セ
シ
以
上

ハ
其
吏
員
ノ
職
掌

二
付
キ
相
富
ノ
分
椎
ヲ
ナ
サ

ヽ
ル
ヘ

カ
ラ
ス
然
ル
ニ
従
来
府
縣
職
制
ノ
如
キ
其
職
掌
ノ
櫂
限

二
周
ス
ル
モ
ノ
ト
庭

務
規
則

二
属
ス
ル
モ
ノ
ト
ヲ
混
清
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
事
理
小
鎖
ナ
ル
事
項

モ
徒
ラ

ニ
上
司
ノ
決
裁
ヲ
仰
ク
モ
ノ
ア
リ
テ
而
シ
テ
其
事
理
ノ
重
大
ナ
ル
モ

ノ
却
テ
制
限
ナ
キ
等
其
櫂
限
疎
雑
随
テ
行
事

二
営
テ
ハ
徒
ラ
ニ
煩
冗
ノ
間

ニ

汲
々
タ
ル
ノ
ミ
而
シ
テ
其
影
響

ハ
天
下
公
衆
ノ
利
益
ヲ
害
シ
國
勢
ノ
進
歩
ヲ

妨
ク
ル
ニ
至
ル
コ
ト
必
セ
リ
抑
モ
國
政
ノ
行
フ
ニ
道
理
上

二
於
テ
モ
政
略
上

二
於
テ
モ
如
此
不
利
盆
ノ
事
ヲ
ナ
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
依
テ
今
之
ヲ
改
正
ス
ル

ニ
ハ
先
ツ
府
知
事
縣
令
ノ
職
掌
卜
郡
市
長
ノ
職
掌
ト

ニ
封
シ
地
方
ノ
制
即
チ

行
政
ノ
Ｅ
董
タ
ル
ト
住
民
祗
會
獨
立
ノ
Ｅ
豊
タ
ル
ト
ニ
種
ノ
性
質
ノ
匠
分

ニ

依
り
猶
ホ
万
今
國
勢
ノ
程
度
ヲ
掛
酌
シ
テ
適
賞
ノ
分
権
ヲ
ナ
ス
ニ
ア
リ
而
シ

テ
其
庭
務
規
則
ノ
如
キ

ハ
法
律
ヲ
以
テ
セ
ス
シ
テ
諸
省
卿
卜
府
知
事
縣
令
ノ

間
卜
府
知
事
縣
令
卜
郡
市
長
ノ
間
ト

ニ
於
テ
法
律

二
定
リ
タ
ル
分
櫂
ノ
制
限

二
従
ヒ
其
彼
是
ノ
関
係
相
富
ノ
規
則
ヲ
設
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
ヘ
キ
ナ
リ

第
二
　
地
方
曾
議
ノ
法

既

二
地
方
ヲ
獨
立
セ
シ
メ
地
方
官
吏

二
分
櫂
セ
シ
以
上

ハ
獨
立
ノ
事
即
チ
其

住
民
共
同
ノ
公
事
ヲ
行
フ
ニ
中
央
政
櫂
ヲ
以
テ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
其
獨
立
ノ
公
櫂

“
刈
″
』

先 へ
”
謳
ぬ
騨
胸
刺
鮨
評
″

得 ノ、
制
″
制
鋤
増
端
砂
継
肺
婦
巾

事‐ス
ノ‐ノレ
♯

二
於
テ
往
々
至
難
ノ
事
ヲ
醸
シ
現

二
或
ル
藪
府
縣
下

二
於
テ
モ
兇
徒
蜂
起
シ

馴

矧

馴

割

副

詞

列

割

Ｊ

釧

労

刷

ョ

翻

劉

刻

側

列
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■
シ
テ
此
等

ノ
外

二
出

テ
「
到
調
羽
硼
馴
洲
剌

ノ‐
渕

し
て
Ｆ
こ
一創
０
調
切
髪
響
繊
０
よ
い
事
実
０
み
事
彗
〓
書
，
‐

れ
、
神
奈
川
の
よ
う
な
事
実
は
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は

「
行
政

ノ
区
画
」
と

「
住
民
社
会
独
立
ノ
区
画
」
を
認
識
で
き
な
か

っ
た
旧
制
批
判
が

ナ
シ
凡
ソ
地
方
ノ
事
其
行
政
権
卜
其
獨
立
慮
Ｉ
当
ス
Ｔ
７
ス
皆
』
二
命
蜂
雪
岬
■

在
テ
随
テ
項
々
タ
ル

一
小
富
吏
即
チ
戸
長
ノ
用
シ
タ
ル
虎
分
ノ
錯
誤
モ
或

ハ

中
央
政
権

ニ
ョ
リ
テ
ス
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
若
シ
地
方
會
議
ノ
法
ヲ
設
立
ス
ル
ト

キ
ハ
其
地
方
獨
立
櫂
ノ
事

二
於
テ
ハ
利
害
得
失
皆
其
會
議
ノ
責
即
チ
其
住
民

共
同
ノ
責

ニ
シ
テ
中
央
政
権

二
封
シ
テ
ハ
小
怨
タ
モ
懐
ク
ナ
ク
只
其
監
督
ノ

公
カ
ヲ
仰
ク
ノ
ミ
然
ル
ト
キ
ハ
地
方
ノ
安
寧

ハ
勿
論
推
シ
テ
國
ノ
安
寧
上

ニ

於
テ
モ
其
効
大
ナ
リ
由
是
観
之
地
方
會
議
ノ
法
ハ
設
立
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル

ナ
リ
然
レ
ト
モ
今
概
シ
テ
彼
ノ
欧
米
ノ
制
ノ
ミ
ニ
徴
フ
ト
キ
ハ
其
形
美
ナ
ル

モ
其
賓
適
セ
ス
宜
ク
我
力
邦
固
有
ノ
慣
脅
卜
方
今
人
智
ノ
程
度
ト
ヲ
斜
酌
シ

テ
通
費
ノ
法
ヲ
設
立
ス
ヘ
キ
ナ
リ
依
テ
案
ス
ル
ニ
地
方
會
議
ノ
主
義

ハ
専
ラ

地
方
公
費
ノ
茂
出
入
ノ
事

二
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ト
シ
多
ク
立
則
櫂
へ
関
係
セ
シ

メ
ス
或
ル
事
由

二
依
テ
ハ
歳
出
入
ノ
事
ヨ
リ
自
然
立
則
権
二
関
係
セ
サ
ル
可

ラ
サ
ル
コ
ト
ア
リ
ト
雖
ト
モ
府
知
事
縣
令
ノ
府
縣
會
議
二
於
ケ
ル
郡
市
長
ノ

郡
市
會
議
二
於
ケ
ル
ヨ
リ
ハ
幾
分
ノ
専
櫂
ヲ
有
セ
シ
メ
郡
市
長
ノ
郡
市
會
議

二
於
ケ
ル
ハ
竃
モ
専
櫂
ナ
キ
モ
ノ
ト
シ
而
シ
テ
其
必
要
ノ
公
費
ノ
事

二
就
テ

ハ
其
府
知
事
縣
令
ノ
監
督
櫂
内

二
多
少
ノ
命
令
櫂
ヲ
有
セ
シ
メ
以
テ
其
會
議

ノ
立
則
櫂
二
関
係
ス
ル
モ
ノ
ヲ
平
均
ス
ル
ト
キ
ハ
世
間
漫
二
所
唱
ノ
民
権
又

ハ
民
撰
議
院
等
ノ
如
キ
徒
ラ
ニ
高
向
ニ
シ
テ
無
盆
有
害
ノ
弊
ナ
キ
コ
ト
ヲ
信

ス
ル
ナ
リ
而
シ
テ
其
府
知
事
縣
令

二
其
府
縣
會
議
二
封
シ
テ
立
則
権
ヲ
専
有

セ
シ
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
或
ル
事
項

二
依
テ
ハ
郡
市
會
議

二
封
ス
ル
監
督
櫂
内

二
多
少
ノ
命
令
権
ヲ
専
有
セ
シ
ム
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
則
チ
府
縣
ハ
中
央
政
権

ノ
部
分
多
ク
獨
．立
ノ
賓
多
キ
カ
如
ク
ナ
ラ
ス
郡
市

ハ
良
ヤ
中
央
政
権
ノ
部
分

少
ク
シ
テ
獨
立
部
分
ノ
賓
多
キ
モ
村
町
ノ
純
然
獨
立
ノ
貴
ヲ
有
シ
タ
ル
カ
如

ク
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
之
ヲ
推
シ
テ
論
ス
レ
ハ
府
知
事
縣
令
ノ
太
政
大
臣

及
諸
省
卿

二
於
ケ
ル
モ
多
分
ノ
申
央
政
権
ヲ
仰
カ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ノ
道
理
ア

ル
ト
ス
ル
ナ
リ

①
の
と
こ
ろ
が
、
大
島
氏
を
は
じ
め
と
す
る
、
大
区
小
区
制
に
対
す
る
通
説

的
理
解
「
■
人
為
的
」
性
格
―
め
最
大
の
論
拠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
上
申
書
の

主
眼
で
あ

っ
て
、
傍
線
の
部
分
は
刺
身
の
つ
ま
的
部
分
で
あ
る
。
よ
し
ん
ば
大

久
保
が
通
説
で
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
理
解
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
主
張
が

ど
こ
ま
で
事
実
に
即
し
て
い
る
の
か
公
平
な
考
察
を
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

大
島
氏
は
②
の
部
分
を
論
拠
に
し
て
地
方
自
治
制
実
施
の
必
至
性
を
認
識
す

る
に
至

っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
も
し
、
そ
う
だ
と
す
る
と
大
久
保
の
認
識
は
、

民
意
調
達
の
制
度
的
実
現
を
国
家
の
基
礎
と
し
て
認
識
し
て
い
た
地
方
官
よ
り

遅
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
久
保
が
農
民

一
揆
の
発
生

が
政
策
の
失
敗
で
も
地
方
官
の
行
政
手
腕
の
た
り
な
さ
で
も
な
い
と
い
っ
て
い

る
と
し
て
い
る
が
、
神
奈
川
の
場
合
を
考
え
る
と

（増
租
地
帯
に
も
か
か
わ
ら

ず
地
租
改
正
事
業
に
反
対
す
る
動
き
は
僅
か
に
し
か
み
ら
れ
な
い
）
先
導
施
行

し
た
地
方
と
、
強
圧
的
な
統
治
を
し
た
地
方
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
三
新
法

を
大
区
小
区
制
の
実
施
過
程
に
お
け
る
地
方
官
の
悪
戦
苦
闘
の
な
か
か
ら
総
代

制
度
が
実
現
し
て
い
く
過
程
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
れ

は
先
導
施
行
し
た
革
新
地
方
官
の
方
策
の
体
制
的
承
認
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
す
る
と
、
大
久
保
の
認
識
を
基
準
に
し
た
り
、
絶
対
化
す
る
こ
と
は
誤
り
で

あ
る
こ
と
に
な
る
。
形
成
期
国
家
の
統
治
方
式
の
変
更
は
ま
さ
に
権
力
の
頂
点

の
意
志
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
そ
の
後
の
政
策
の
基
調
が
権
力
の
ど
の
部
分

か
ら
出
て
き
て
い
る
の
か
を
み
き
わ
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、

我
々
は
神
奈
川
の
こ
の
時
期
の
県
政
の
基
調
を
官
民
両
権
主
義
と
し
て
理
解
し

て
き
た
が
、
三
新
法
体
制
は
ま
さ
に
官
民
両
権
主
義
の
体
制
的
実
現
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

（本
稿
は
『
京
浜
歴
科
研
会
報

』
第
二
九
号
所
収
稿
を
加
筆
、
修

正
し
た
も
の
で
す
。　
一
九
八
七

。
一
一
・
一
一
）
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